













デンのベリセリウス Jones Jacob Berzelliusの『化
学提要』がオランダ語訳でなくフランス語訳で
あったので，翻訳を勧められた。英俊は五ヶ月を
かけてフランス文典を独習したのち『化学提要』
を読もうとしたが，一行も読むことができなかっ
たという。さらに十六ヶ月の難行苦行ののち，よ
うやく『化学提要』を読破したという。
　嘉永四（１８５１）年江戸に出る。松代藩邸の片隅
に住み，『三語便覧』（仏・英・蘭の三カ国語対
照辞書），『仏英訓弁』を刊行。そののち，仏和
辞書の編集に取り組み，安政四年（１８５７年）『仏
蘭西詞林』を書き上げて，松代藩主真田幸教に献
上する。幸教は，国家有用の辞書を藩に私蔵する
よりも，幕府の公用に役立たせたいと，幕府に納
めた。この辞書はいま伝わっていないので，内容
は明らかでないが，英俊のフランス語の学識がか
われて，安政六年，幕府の蕃書調所の教授手伝に
あげられた。
　後進を育成するかたわら，さきの『仏蘭西詞林』
を増補して『仏語明要』四巻を出版した。わが国
で刊行された最初の仏和辞書である。総計３７０丁
（７４０頁），見出し語は３万５千を超える。この辞
書は従来の辞書とは異なり，左綴じ，横書きとい
う体裁にくわえて，語のアルファベット順の配列，
品詞の区別，動詞の活用，成句などが記載されて
いるもので，今日の辞書の原型を示している。
　これは官版ではなく，英俊の自費出版であった。
門弟のほか，英俊自身も，鵞鳥の羽を切って作っ
たペンで版下のフランス語を書き上げた。資金に
困窮したが，門人上原塢一郎が出してようやく出
版にこぎつけた。明治三年『明要附録』を刊行す
る。成句，単位，固有名詞などを収録している。
　英俊は慶応三（１８６５）年，私塾達理堂を開いて
後進を教えた。（門人録には４２９名の名前があり，
中江兆民が破門されたことは有名）明治十八
（１８８５）年フランス政府より日本のフランス学の
発展に寄与したとしてレジョン・ドヌール勲章が
おくられた。明治二十三（１８９０）年東京府北豊島
郡金杉村にて永眠。享年７８歳。
　金沢のフランス学
　金沢におけるフランス学は，吉木順吉により
始まる。吉木は石州津和野藩の脱藩者で，江戸に
出て村上英俊のもとでフランス学を学んだ。加賀
蔵書
散策
　　　金沢大学附属図書館報
－　６　－
藩の藩費留学生のうち仏学希望の者たちは，仏学
に通じ，また漢学にも造詣深い吉木順吉と知り合
い，江戸で民家を借りて彼に就いて学んだ。とこ
ろが慶応四（１８６８）年早々戊辰戦争が勃発する。
藩命により金沢に引き上げた彼らは，吉木を金沢
に招き狂言師，畳屋九郎兵衛の能舞台を教場とし
て学塾を開いた。それが藩の認めるところとなり，
明治元（１８６８）年閏四月，藩校道済館と命名され
た。英仏学の他，漢学，数学なども教授された。
吉木は同年十月に金沢を去るが，菊野七郎が後を
継いだ。吉木，菊野をはじめ，二十名に余る加賀
人の名前が村上英俊の門人録に記載されている。
　当館の『仏語明要』『明要附録』は旧第四高等
学校の蔵書であるが，いずれも「金沢学校」の蔵
書印が押印されている。この蔵書印は，明治初期
藩立・県立の諸学校の図書に押されたものである。
金沢における黎明期フランス学の活気が書中から
蘇ってくるようである。
（情報サービス課専門員　梶井重明）
（「蔵書散策」は今後随時掲載いたします）
ありがとうございました
本学教官等著作寄贈図書リスト
　先生がたからご寄贈いただいた図書をご紹介し
ます。これらはすべて整理も済み，中央館でご利
用いただけます。
　なお，図書館では著作の寄贈を歓迎しておりま
す。中央館受入係（電話０７６－２６４－５２１８）までご
一報ください。
中村志郎（法学部教授）著
２０世紀英米文学作品論文学を如何に読むか　
リーベル出版　１９９８．７
山本博（医学部教授）共編
医学のための基礎分子細胞生物学　南山堂　
１９９７．５
生田省悟（法学部教授）共訳
医師の信仰・壷葬論　サ ・ートマス・ブラウン著
生田省悟，宮本正秀訳　松柏社　１９９８．７
古畑徹（文学部助教授）共著
　中国史概説　熊本崇編著　白帝社　１９９８．５
村上清敏（文学部助教授）訳
大切な場所ケープコッドの四季　ロバート・フ
ィンチ著　村上清敏訳　松柏社　１９９８．４
海野八尋（経済学部教授）共編
新時代の経済学入門　経済学教育学会教科書編
集委員会編　実教出版　１９９８．４
盛大衛（経済学部教授）共編
　石川県サッカー協会５０年史　１９９７．１１
島田昌彦（文学部名誉教授）著
　加賀城下町の言葉　能登印刷出版部　１９９８．１
古屋彰（文学部教授）著
　万葉集の表記と文字　和泉書院　１９９８．１
山口成良（医学部名誉教授）共編
神経精神医学　秋元波留夫，山口成良編　第２
版　創造出版　１９９８．４
梶川勇作（文学部教授）著
　近世尾張の歴史地理　企画集団 NAF　１９９７．１１
佐々木雅幸（経済学部教授）著
　創造都市の経済学　勁草書房　１９９７．１１
深谷松男（法学部教授）著
　現代家族法　第３版　青林書院　１９９７．４
深井一郎（教育学部名誉教授）著
鶴彬：反戦川柳作家　日本機関紙出版センタ－
１９９８．９
安川哲夫（教育学部教授）訳
学校教育の理論に向けて：クラス・カリキュラ
ム・一斉教授の思想と歴史／デイヴィッド・ハ
ミルトン［著］　安川哲夫訳　世織書房　１９９８．７
李慶（外国語教育研究センター）著
　中国文化中人的観念　上海　学林出版社　１９９６．９
大久保英哲（教育学部教授）著
明治期比較地方体育史研究：明治期における石
川・岩手県の体操科導入過程
　不昧堂出版　１９９８．１０
本浄高治（理学部教授）共著
　基礎分析化学　化学同人　１９９８．１１
（受入係）
こ　　だ　　ま 第１３２号　１９９９年１月１１日　
－　７　－
